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IGMPスヌーピングおよびMVRの設定の前提条件

IGMPスヌーピングの前提条件
IGMPスヌーピングクエリアを設定するときには、次の注意事項を順守します。

• VLANをグローバルコンフィギュレーションモードに設定してください。

• IPアドレスおよび VLANインターフェイスを設定してください。IGMPスヌーピングク
エリアは、イネーブルの場合この IPアドレスをクエリーの送信元アドレスとして使用し
ます。

• VLANインターフェイス上で IPアドレスが設定されていない場合、IGMPスヌーピング
クエリアは IGMPクエリア用に設定されたグローバル IPアドレスを使用しようとします。
グローバル IPアドレスが指定されていない場合、IGMPクエリアはVLAN device仮想イン
ターフェイス（SVI）IPアドレス（存在する場合）を使用しようとします。SVI IPアドレ
スが存在しない場合、deviceはdevice上で設定された利用可能な最初の IPアドレスを使用
します。利用可能な最初の IPアドレスは、show ip interface特権 EXECコマンドの出力に
表示されます。IGMPスヌーピングクエリアはdevice上で利用可能な IPアドレスを検出で
きない場合、IGMP一般クエリーを生成しません。
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• IGMPスヌーピングクエリアは IGMPバージョン 1および 2をサポートします。

•管理上イネーブルである場合、IGMPスヌーピングクエリアはネットワークにマルチキャ
ストルータの存在を検出すると、非クエリアステートになります。

•管理上イネーブルである場合、IGMPスヌーピングクエリアは操作上、次の状況でディ
セーブルステートになります。

• IGMPスヌーピングが VLANでディセーブルの場合

• PIMが、VLANに対応する SVIでイネーブルの場合

•
•

MVRの前提条件
マルチキャスト VLANレジストレーション（MVR）の前提条件は次のとおりです。

• MVRを使用するには、deviceが LAN Baseイメージを実行している必要があります。

IGMPスヌーピングおよびMVRの設定の制約事項

IGMPスヌーピングの制約事項
次に、IGMPスヌーピングの制約事項を示します。

•スイッチは同種スタックおよび混合スタック構成をサポートします。混合スタック構成
は、Catalyst 2960-Sスイッチだけでサポートされます。同種スタックは 8つまで、混合ス
タックは 4つまでのスタックメンバを持つことができます。スイッチスタック内のすべ
てのスイッチが LAN Baseイメージを実行している必要があります。

• IGMPフィルタリングまたはマルチキャスト VLANレジストレーション（MVR）が実行
されている devicesは、IGMPv3 Joinおよび Leaveメッセージをサポートしません。

• IGMPレポート抑制は、マルチキャストクエリーに IGMPv1レポートと IGMPv2レポート
がある場合にだけサポートされます。この機能は、クエリーに IGMPv3レポートが含まれ
ている場合はサポートされません。

• IGMPの脱退時間の設定は、IGMPバージョン 2が稼働しているホストでのみサポートさ
れます。IGMPバージョン 2は deviceのデフォルトバージョンです。

ネットワークで実際の脱退にかかる待ち時間は、通常、設定した脱退時間どおりになりま

す。ただし、脱退時間は、リアルタイムの CPUの負荷の状態、およびネットワークの遅
延状態、インターフェイスから送信されたトラフィック量によって、設定された時間を前

後することがあります。
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• IGMPスロットリングアクションの制約事項は、レイヤ 2ポートにだけ適用されます。ip
igmp max-groups action replaceインターフェイスコンフィギュレーションコマンドは論
理 EtherChannelインターフェイスで使用できますが、EtherChannelポートグループに属す
るポートでは使用できません。

グループの最大数に関する制限がデフォルト（制限なし）に設定されている場合、ip igmp
max-groups action{deny | replace}コマンドを入力しても効果はありません。

インターフェイスによりマルチキャストエントリが転送テーブルに追加されてから、ス

ロットリングアクションを設定し、グループの最大数の制限を設定すると、転送テーブル

のエントリは、スロットリングアクションに応じて期限切れになるか削除されます。

MVRの制約事項
次に、MVRの制約事項を示します。

• MVRに参加するのは、レイヤ 2ポートだけです。ポートをMVR受信ポートとして設定
する必要があります。

•各 deviceまたは deviceスタックでサポートされるMVRマルチキャスト VLANは、1つの
みです。

•受信ポートはアクセスポートでなければなりません。トランクポートにはできません。
deviceのレシーバポートは異なるVLANに属していてもかまいませんが、マルチキャスト
VLANに属することはできません。

• device上で設定可能なマルチキャストエントリ（MVRグループアドレス）の最大数（つ
まり、受信可能な TVチャネルの最大数）は、256です。

•送信元VLANで受信され、レシーバポートから脱退するMVRマルチキャストデータは、
deviceで存続可能時間（TTL）が 1だけ少なくなります。

• device上のMVRは、MACマルチキャストアドレスではなく IPマルチキャストアドレス
を使用するので、device上でエイリアス IPマルチキャストアドレスを使用できます。ただ
し、deviceがCatalyst 3550またはCatalyst 3500 XL devicesと連携動作している場合は、それ
らの間でエイリアスとして使用される IPアドレスや予約済みの IPマルチキャストアドレ
ス（224.0.0.xxx範囲内）を設定する必要はありません。

•プライベート VLANポートにMVRを設定しないでください。

• device上でマルチキャストルーティングがイネーブルの場合、MVRはサポートされませ
ん。MVRがイネーブルの場合に、マルチキャストルーティングおよびマルチキャスト
ルーティングプロトコルをイネーブルにすると、MVRがディセーブルになり、警告メッ
セージが表示されます。マルチキャストルーティングおよびマルチキャストルーティン

グプロトコルがイネーブルの場合に、MVRをイネーブルにしようとすると、MVRをイ
ネーブルにする操作が取り消され、エラーメッセージが表示されます。

• MVR受信ポートで受信したMVRデータは、MVR送信元ポートに転送されません。

• MVRは IGMPv3メッセージをサポートしていません。
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•スイッチは同種スタックおよび混合スタック構成をサポートします。混合スタック構成
は、Catalyst 2960-Sスイッチだけでサポートされます。同種スタックは 8つまで、混合ス
タックは 4つまでのスタックメンバを持つことができます。スイッチスタック内のすべ
てのスイッチが LAN Baseイメージを実行している必要があります。

IGMPスヌーピングおよびMVRに関する情報

IGMPスヌーピング
レイヤ 2 devicesは IGMPスヌーピングを使用して、レイヤ 2インターフェイスを動的に設定
し、マルチキャストトラフィックが IPマルチキャストデバイスと対応付けられたインターフェ
イスにのみ転送されるようにすることによって、マルチキャストトラフィックのフラッディン

グを制限できます。名称が示すとおり、IGMPスヌーピングの場合は、LAN deviceでホストと
ルータ間の IGMP伝送をスヌーピングし、マルチキャストグループとメンバポートを追跡する
必要があります。 deviceが特定のマルチキャストグループについて、ホストから IGMPレポー
トを受信した場合、deviceはホストのポート番号を転送テーブルエントリに追加します。ホス
トから IGMP Leave Groupメッセージを受信した場合は、テーブルエントリからホストポート
を削除します。マルチキャストクライアントから IGMPメンバーシップレポートを受信しな
かった場合にも、スイッチはエントリを定期的に削除します。

IPマルチキャストおよび IGMPの詳細については、RFC 1112および RFC 2236を参照してくだ
さい。

（注）

上に設定されたマルチキャストルータは、すべての VLANに一般的なクエリを定期的に送信
しますこのマルチキャストトラフィックに関心のあるホストはすべて Join要求を送信し、転
送テーブルのエントリに追加されます。deviceは、IGMP Join要求の送信元となる各グループ
の IGMPスヌーピング IPマルチキャスト転送テーブルで、VLANごとに 1つずつエントリを
作成します。

deviceは、MACアドレスに基づくグループではなく、IPマルチキャストグループに基づくブ
リッジングをサポートしています。マルチキャストMACアドレスに基づくグループの場合、
設定されている IPアドレスを設定済みのMACアドレス（エイリアス）または予約済みのマル
チキャストMACアドレス（224.0.0.xxxの範囲内）に変換すると、コマンドがエラーになりま
す。deviceでは IPマルチキャストグループを使用するので、アドレスエイリアスの問題は発
生しません。

IGMPスヌーピングによって、IPマルチキャストグループは動的に学習されます。ただし、ip
igmp snooping vlan vlan-id static ip_address interface interface-idグローバルコンフィギュレー
ションコマンドを使用すると、マルチキャストグループを静的に設定できます。グループメ

ンバーシップをマルチキャストグループアドレスに静的に指定すると、その設定値は IGMP
スヌーピングによる自動操作より優先されます。マルチキャストグループメンバーシップの
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リストは、ユーザが定義した設定値および IGMPスヌーピングによって学習された設定値の両
方で構成できます。

マルチキャストトラフィックはルーティングする必要がないのでマルチキャストインターフェ

イスを使用せずに、サブネットの IGMPスヌーピングをサポートするよう IGMPスヌーピング
クエリーを設定できます。

ポートスパニングツリー、ポートグループ、またはVLAN IDが変更された場合、VLAN上の
このポートから IGMPスヌーピングで学習されたマルチキャストグループは削除されます。

ここでは、IGMPスヌーピングの特性について説明します。

IGMPのバージョン

deviceは、IGMPバージョン 1、IGMPバージョン 2、および IGMPバージョン 3をサポートし
ています。これらバージョンは、 device上でそれぞれ相互運用できます。たとえば、IGMPス
ヌーピングがイネーブルになっており、クエリアのバージョンが IGMPv2で、deviceがホスト
から IGMPv3レポートを受信している場合、deviceは IGMPv3レポートをマルチキャストルー
タに転送できます。

IGMPv3 deviceは、Source Specific Multicast（SSM）機能を実行しているデバイスとメッセージ
の送受信を行うことができます。

マルチキャストグループへの加入

図 1 :最初の IGMP Joinメッセージ

deviceに接続したホストが IPマルチキャストグループに加入し、なおかつそのホストが IGMP
バージョン 2クライアントの場合、ホストは加入する IPマルチキャストグループを指定した
非送信請求 IGMP Joinメッセージを送信します。別の方法として、ルータから一般クエリを受
信した deviceは、そのクエリーをVLAN内のすべてのポートに転送します。IGMPバージョン
1またはバージョン 2のホストがマルチキャストグループに加入する場合、ホストは deviceに
Joinメッセージを送信することによって応答します。deviceのCPUは、そのグループのマルチ
キャスト転送テーブルエントリがまだ存在していないのであれば、エントリを作成します。

CPUはさらに、Joinメッセージを受信したインターフェイスを転送テーブルエントリに追加
します。そのインターフェイスと対応付けられたホストが、そのマルチキャストグループ用の

マルチキャストトラフィックを受信します。
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ルータ Aが deviceに一般クエリを送信し、そこでそのクエリは同じ VLANのすべてのメンバ
であるポート 2～ 5に転送されます。ホスト 1はマルチキャストグループ 224.1.2.3に加入す
るために、グループに IGMPメンバーシップレポート（IGMP Joinメッセージ）をマルチキャ
ストします。deviceの CPUは IGMPレポートの情報を使用して、転送テーブルのエントリを
設定します。転送テーブルにはホスト 1およびルータに接続しているポート番号が含まれま
す。

表 1 : IGMPスヌーピング転送テーブル

ポートパケットのタイプ宛先アドレス

1、2IGMP224.1.2.3

deviceのハードウェアは、IGMP情報パケットをマルチキャストグループの他のパケットと区
別できます。テーブルの情報は、224.1.2.3マルチキャスト IPアドレス宛ての、IGMPパケット
ではないフレームを、ルータおよびグループに加入したホストに対して送信するように、ス

イッチングエンジンに指示します。

図 2 : 2番目のホストのマルチキャストグループへの加入

別のホスト（たとえば、ホスト 4）が、同じグループ用に非送信請求 IGMP Joinメッセージを
送信する場合、CPUがそのメッセージを受け取り、ホスト4のポート番号を転送テーブルに追
加します。転送テーブルはCPU宛てだけに IGMPメッセージを送るので、メッセージはdevice
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の他のポートにフラッディングされません。認識されているマルチキャストトラフィックは、

CPU宛てではなくグループ宛てに転送されます。

表 2 :更新された IGMPスヌーピング転送テーブル

ポートパケットのタイプ宛先アドレス

1, 2, 5IGMP224.1.2.3

マルチキャストグループからの脱退

ルータはマルチキャスト一般クエリを定期的に送信し、deviceはそれらのクエリをVLANのす
べてのポートを通じて転送します。関心のあるホストがクエリーに応答します。VLAN内の少
なくとも 1つのホストがマルチキャストトラフィックを受信するようなら、ルータは、その
VLANへのマルチキャストトラフィックの転送を続行します。deviceは、その IGMPスヌーピ
ングによって維持された IPマルチキャストグループの転送テーブルで指定されたホストに対
してだけ、マルチキャストグループトラフィックを転送します。

ホストがマルチキャストグループから脱退する場合、何も通知せずに脱退することも、Leave
メッセージを送信することもできます。ホストからLeaveメッセージを受信した deviceは、グ
ループ固有のクエリーを送信して、そのインターフェイスに接続された他のデバイスが所定の

マルチキャストグループのトラフィックに関与しているかどうかを学習します。deviceはさら
に、転送テーブルでそのMACグループの情報を更新し、そのグループのマルチキャストトラ
フィックの受信に関心のあるホストだけが、転送テーブルに指定されるようにします。ルータ

が VLANからレポートを受信しなかった場合、その VLAN用のグループは IGMPキャッシュ
から削除されます。

即時脱退

deviceは IGMPスヌーピングの即時脱退を使用して、先に deviceからインターフェイスにグ
ループ固有のクエリーを送信しなくても、Leaveメッセージを送信するインターフェイスを転
送テーブルから削除できるようにします。VLANインターフェイスは、最初のLeaveメッセー
ジで指定されたマルチキャストグループのマルチキャストツリーからプルーニングされます。
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即時脱退によって、複数のマルチキャストグループが同時に使用されている場合でも、スイッ

チドネットワークのすべてのホストに最適な帯域幅管理が保証されます。

即時脱退機能をサポートするのは、IGMPバージョン2が稼働しているホストだけです。IGMP
バージョン 2は deviceのデフォルトバージョンです。

即時脱退機能を使用するのは、各ポートに接続されているホストが 1つだけの VLANに限定
してください。ポートに複数のホストが接続されている VLAN上で即時脱退をイネーブルに
すると、一部のホストが誤ってドロップされる可能性があります。

（注）

IGMP設定可能脱退タイマー

まだ指定のマルチキャストグループに関心があるかどうかを確認するために、グループ固有の

クエリーを送信した後の deviceの待機時間を設定できます。IGMP脱退応答時間は、100～
32767ミリ秒の間で設定できます。

IGMPレポート抑制

IGMPレポート抑制は、マルチキャストクエリーに IGMPv1レポートと IGMPv2レポートがあ
る場合にだけサポートされます。この機能は、クエリーに IGMPv3レポートが含まれている場
合はサポートされません。

（注）

deviceは IGMPレポート抑制を使用して、マルチキャストルータクエリごとに 1つの IGMPレ
ポートのみをマルチキャストデバイスに転送します。IGMPレポート抑制がイネーブル（デフォ
ルト）である場合、deviceは最初の IGMPレポートをグループのすべてのホストからすべての
マルチキャストルータに送信します。deviceは、グループの残りの IGMPレポートをマルチキャ
ストルータに送信しません。この機能により、マルチキャストデバイスにレポートが重複して

送信されることを防ぎます。

マルチキャストルータクエリに IGMPv1および IGMPv2レポートに対する要求のみが含まれて
いる場合、deviceは最初の IGMPv1レポートまたは IGMPv2レポートのみを、グループのすべ
てのホストからすべてのマルチキャストルータに転送します。

マルチキャストルータクエリに IGMPv3レポートに対する要求も含まれる場合、deviceはグルー
プのすべての IGMPv1、IGMPv2、および IGMPv3レポートをマルチキャストデバイスに転送し
ます。

IGMPレポート抑制をディセーブルにすると、すべての IGMPレポートはマルチキャストルー
タに転送されます。

IGMPスヌーピングとデバイススタック

IGMPスヌーピング機能はdeviceスタック間で機能します。つまり、1つのdeviceからの IGMP
制御情報は、スタックにあるすべての devicesスイッチに配信されます。スタックメンバが、
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どの IGMPマルチキャストデータ経由でスタックに入ったかに関係なく、データは、そのグ
ループで登録されたホストに到達します。

スタックにあるdeviceで障害が発生した場合、またはそれがスタックから削除された場合、そ
のdevice上にあるマルチキャストグループのメンバのみが、マルチキャストデータを受信しま
せん。スタックにあるその他の devices上のマルチキャストグループの他のすべてのメンバー
では、マルチキャストデータストリームを継続して受信します。ただし、アクティブなdevice
が削除された場合、レイヤ 2およびレイヤ 3（IPマルチキャストルーティング）の両方に共通
のマルチキャストグループでは、収束するために、より長い時間を要する場合があります。

IGMPスヌーピングのデフォルト設定
次の表に、deviceの IGMPスヌーピングのデフォルト設定を示します。

表 3 : IGMPスヌーピングのデフォルト設定

デフォルト設定機能

グローバルおよび VLAN単位でイネーブルIGMPスヌーピング

未設定マルチキャストルータ

ディセーブルIGMPスヌーピング即時脱退

未設定スタティックグループ

2TCN1フラッドクエリカウント

ディセーブルTCNクエリー送信要求

ディセーブルIGMPスヌーピングクエリア

イネーブルIGMPレポート抑制

1 (1) TCN =トポロジ変更通知

マルチキャスト VLANレジストレーション
マルチキャストVLANレジストレーション（MVR）は、イーサネットリングベースのサービ
スプロバイダーネットワーク上でマルチキャストトラフィックの広範囲展開を使用するアプ

リケーション（サービスプロバイダーネットワーク上の複数の TVチャネルのブロードキャ
ストなど）用に設計されています。MVRによってポート上の加入者は、ネットワークワイド
なマルチキャストVLAN上のマルチキャストストリームに加入し、脱退できます。また、ネッ
トワーク上で 1つのマルチキャスト VLANを共有しながら、加入者が別の VLANに接続でき
ます。MVRによって、マルチキャストVLANでマルチキャストストリームを連続送信する能
力が得られますが、ストリームと加入者の VLANは、帯域幅およびセキュリティ上の理由で
分離されます。

ここでは、MVRについて説明します。

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
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MVRと IGMP

device上で、MVRは IGMPスヌーピングと共存できます。（注）

MVRでは、加入者ポートが IGMP Joinおよび Leaveメッセージを送信することによって、マ
ルチキャストストリームへの加入および脱退（Joinおよび Leave）を行うことが前提です。こ
れらのメッセージは、イーサネットで接続され、IGMPバージョン 2に準拠しているホストか
ら発信できます。MVRは IGMPスヌーピングの基本メソッドで動作しますが、この 2つの機
能はそれぞれ単独で動作します。それぞれ他方の機能の動作に影響を与えずに、イネーブルま

たはディセーブルにできます。ただし、IGMPスヌーピングとMVRが両方ともイネーブルの
場合、MVRはMVR環境で設定されたマルチキャストグループが送信した Joinおよび Leave
メッセージだけに反応します。他のマルチキャストグループから送信された JoinおよびLeave
メッセージはすべて、IGMPスヌーピングが管理します。

deviceの CPUは、MVR IPマルチキャストストリームとそれに対応する device転送テーブル内
の IPマルチキャストグループを識別し、IGMPメッセージを代行受信し、転送テーブルを変更
して、マルチキャストストリームの受信側としての加入者を追加または削除します。受信側が

送信元と異なる VLAN上に存在している場合でも同じです。この転送動作により、異なる
VLANの間でトラフィックを選択して伝送できます。

動作モード

deviceのMVR動作は、互換モードまたはダイナミックモードに設定できます。

•互換モードの場合、MVRホストが受信したマルチキャストデータはすべてのMVRデー
タポートに転送されます。MVRデータポートのMVRホストメンバーシップは無関係で
す。マルチキャストデータは、IGMPレポートまたは静的なMVR設定のどちらかによっ
て、MVRホストが加入しているレシーバポートだけに転送されます。MVRホストから
受信した IGMPレポートが、deviceに設定されたMVRデータポートから転送されること
はありません。

•ダイナミックモードの場合、device上のMVRホストが受信したマルチキャストデータは、
IGMPレポートまたは静的なMVR設定のどちらかによって、MVRホストが加入している
MVRデータおよびクライアントポートから転送されます。それ以外のポートからは転送
されません。MVRホストから受信した IGMPレポートも、ホストのすべてのMVRデー
タポートから転送されます。したがって、互換モードで deviceを稼働させた場合と異な
り、MVRデータポートリンクで不要な帯域幅を使用しなくてすみます。

MVRおよびスイッチスタック

各 deviceまたは deviceスタックでサポートされるMVRマルチキャスト VLANは、1つのみで
す。

レシーバポートと送信元ポートは、deviceスタック上の異なる devices上にあっても差し支え
ありません。マルチキャスト VLAN上で送信されるマルチキャストデータは、スタック中の

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
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すべてのMVRレシーバポートに転送できます。新しい deviceがスタックに追加される際に
は、デフォルトで、レシーバポートはありません。

deviceに障害が発生したか、またはスタックから削除された場合、その deviceに属しているレ
シーバポートのみが、マルチキャストデータを受信しません。他の devices上の他のすべての
レシーバポートでは、マルチキャストデータを受信し続けます。

マルチキャスト TVアプリケーションでのMVR

マルチキャスト TVアプリケーションでは、PCまたはセットトップボックスを装備したテレ
ビでマルチキャストストリームを受信できます。1つのサブスクライバポートに複数のセット
トップボックスまたはPCを接続できます。サブスクライバポートは、MVR受信ポートとして
設定された deviceポートです。

図 3 :マルチキャスト VLANレジストレーションの例

次に、設定例を示します。

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
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この設定例では、DynamicHost Configuration Protocol（DHCP）によって、セットトップボック
スまたはPCに IPアドレスが割り当てられます。加入者がチャネルを選択すると、適切なマル
チキャストに加入するために、セットトップボックスまたは PCからスイッチ Aに IGMPレ
ポートが送信されます。IGMPレポートが設定済みの IPマルチキャストグループアドレスの
いずれかに一致する場合、device CPUは、この受信ポートおよび VLANが指定のマルチキャ
ストストリームの転送先として含まれるように、マルチキャスト VLANからマルチキャスト
ストリームを受信した際に、ハードウェアアドレステーブルを変更します。マルチキャスト

VLANとの間でマルチキャストデータを送受信するアップリンクポートを、MVR送信元ポー
トと呼びます。

加入者がチャネルを切り替えた場合、またはテレビのスイッチを切った場合には、セットトッ

プボックスからマルチキャストストリームに対する IGMPLeaveメッセージが送信されます。
device CPUは、受信ポートの VLAN経由でMACベースの一般クエリを送信します。VLAN
に、このグループに加入している別のセットトップボックスがある場合、そのセットトップ

ボックスはクエリーに指定された最大応答時間内に応答しなければなりません。応答を受信し

なかった場合、CPUはこのグループの転送先としての受信ポートを除外します。

即時脱退機能を使用しない場合、受信ポートのサブスクライバから IGMP Leaveメッセージを
受信した deviceは、そのポートに IGMPクエリを送信し、IGMPグループメンバーシップレ
ポートを待ちます。設定された時間内にレポートを受信しなかった場合は、受信ポートがマル

チキャストグループメンバーシップから削除されます。即時脱退機能がイネーブルの場合、

IGMPLeaveを受信したレシーバポートから IGMPクエリーが送信されません。Leaveメッセー
ジの受信後ただちに、受信ポートがマルチキャストグループメンバーシップから削除される

ので、脱退遅延時間が短縮されます。即時脱退機能をイネーブルにするのは、接続されている

レシーバデバイスが 1つだけのレシーバポートに限定してください。

MVRを使用すると、各VLANの加入者に対してテレビチャネルのマルチキャストトラフィッ
クを重複して送信する必要がなくなります。すべてのチャネル用のマルチキャストトラフィッ

クは、マルチキャストVLAN上でのみ、VLANトランクに1回だけ送信されます。IGMPLeave
および Joinメッセージは、加入者ポートが割り当てられている VLANで送信されます。これ
らのメッセージは、レイヤ3デバイス上のマルチキャストVLANのマルチキャストトラフィッ
クストリームに対し、動的に登録します。アクセスレイヤ device（スイッチ A）は、マルチ
キャスト VLANから別の VLAN内の加入者ポートにトラフィックが転送されるよう転送動作
を変更し、2つの VLAN間で選択的にトラフィックが送信されるようにします。

IGMPレポートは、マルチキャストデータと同じ IPマルチキャストグループアドレスに送信
されます。スイッチ Aの CPUは、レシーバポートから送られたすべての IGMP Joinおよび
Leaveメッセージを取り込み、MVRモードに基づいて、送信元（アップリンク）ポートのマル
チキャスト VLANに転送しなければなりません。

MVRのデフォルト設定

表 4 : MVRのデフォルト設定

デフォルト設定機能

グローバルおよびインターフェイス単位でディ

セーブル

MVR

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
12

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定

MVRのデフォルト設定



デフォルト設定機能

未設定マルチキャストアドレス

0.5秒クエリーの応答時間

VLAN 1マルチキャスト VLAN

compatibleモード

受信ポートでも送信元ポートでもないインターフェイスのデフォルト（ポート単位）

すべてのポートでディセーブル即時脱退

IGMPフィルタリングおよびスロットリング
都市部やMultiple-Dwelling Unit（MDU）などの環境では、deviceポート上のユーザが属する一
連のマルチキャストグループを制御する必要があります。この機能を使用することにより、

IP/TVなどのマルチキャストサービスの配信を、特定タイプの契約またはサービス計画に基づ
いて制御できます。また、マルチキャストグループの数を、deviceポート上でユーザが所属で
きる数に制限することもできます。

IGMPフィルタリング機能を使用すると、IPマルチキャストプロファイルを設定し、それらを
各deviceポートに関連付けて、ポート単位でマルチキャスト加入をフィルタリングできます。
IGMPプロファイルにはマルチキャストグループを 1つまたは複数格納して、グループへのア
クセスを許可するか拒否するかを指定できます。マルチキャストグループへのアクセスを拒否

する IGMPプロファイルが deviceポートに適用されると、IPマルチキャストトラフィックのス
トリームを要求する IGMP Joinレポートが廃棄され、ポートはそのグループからの IPマルチ
キャストトラフィックを受信できなくなります。マルチキャストグループへのアクセスがフィ

ルタリングアクションで許可されている場合は、ポートからの IGMPレポートが転送されて、
通常の処理が行われます。レイヤ 2インターフェイスが加入できる IGMPグループの最大数も
設定できます。

IGMPフィルタリングで制御されるのは、グループ固有のクエリーおよびメンバーシップレ
ポート（Joinおよび Leaveレポートを含む）だけです。一般 IGMPクエリーは制御されませ
ん。IGMPフィルタリングは、IPマルチキャストトラフィックの転送を指示する機能とは無関
係です。フィルタリング機能は、マルチキャストトラフィックの転送に CGMPが使用されて
いるか、またはMVRが使用されているかに関係なく、同じように動作します。

IGMPフィルタリングが適用されるのは、IPマルチキャストグループアドレスを動的に学習
する場合だけです。静的な設定には適用されません。

IGMPスロットリング機能を使用すると、レイヤ2インターフェイスが加入できる IGMPグルー
プの最大数を設定できます。IGMPグループの最大数が設定され、IGMPスヌーピング転送テー
ブルに最大数のエントリが登録されていて、インターフェイスで IGMP Joinレポートを受信す
る場合、インターフェイスを設定することにより、IGMPレポートを廃棄するか、あるいは受
信した IGMPレポートでランダムに選択されたマルチキャストエントリを上書きします。

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
13

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定

IGMPフィルタリングおよびスロットリング



IGMPフィルタリングが実行されているdevicesは、IGMPv3 Joinおよび Leaveメッセージをサ
ポートしていません。

（注）

IGMPフィルタリングおよび IGMPスロットリングのデフォルト設定
次の表に、deviceの IGMPフィルタリングおよびスロットリングのデフォルト設定を示しま
す。

表 5 : IGMPフィルタリングのデフォルト設定

デフォルト設定機能

適用なしIGMPフィルタ

最大数の設定なし

転送テーブルに登録されているグ

ループが最大数に達していると、デ

フォルトの IGMPスロットリングア
クションは IGMPレポートを拒否し
ます。

（注）

IGMPグループの最大数

未定義IGMPプロファイル

範囲で示されたアドレスを拒否IGMPプロファイルアクション

IGMPスヌーピングおよびMVRの設定方法

デバイス

IGMPスヌーピングがグローバルにイネーブルまたはディセーブルに設定されている場合は、
既存のすべての VLANインターフェイスでもイネーブルまたはディセーブルになります。デ
フォルトでは IGMPスヌーピングはすべての VLANでイネーブルになっていますが、VLAN
単位でイネーブルまたはディセーブルにすることができます。

グローバル IGMPスヌーピングは、VLAN IGMPスヌーピングより優先されます。グローバル
スヌーピングがディセーブルの場合、VLANスヌーピングをイネーブルに設定することはでき
ません。グローバルスヌーピングがイネーブルの場合、VLANスヌーピングをイネーブルま
たはディセーブルに設定できます。

deviceで IGMPスヌーピングをグローバルにイネーブルにするには、次の手順を実行します。

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

既存のすべての VLANインターフェイ
スでグローバルに IGMPスヌーピングを
有効にします。

ip igmp snooping

例：

デバイス(config)# ip igmp snooping

ステップ 3

すべての VLANインターフェ
イス上で IGMPスヌーピング
をグローバルにディセーブル

にするには、no ip igmp
snoopingグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使

用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

デバイス(config)# end

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

デバイス# copy running-config
startup-config

VLANインターフェイスでの IGMPスヌーピングのイネーブル化または
ディセーブル化

VLANインターフェイス上で IGMPスヌーピングを有効にするには、次の手順を実行します。

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

VLANインターフェイス上で IGMPス
ヌーピングをイネーブルにします。指定

ip igmp snooping vlan vlan-id

例：

ステップ 3

できる VLAN IDの範囲は 1～ 1001お
よび 1006～ 4094です。デバイス(config)# ip igmp snooping vlan

7
VLANスヌーピングをイネーブルにする
には、IGMPスヌーピングをグローバル
にイネーブルに設定しておく必要があり

ます。

特定の VLANインターフェイ
ス上で IGMPスヌーピングを
ディセーブルにするには、no
ip igmp snooping vlan vlan-id
グローバルコンフィギュレー

ションコマンドを、指定した

VLAN番号に対して使用しま
す。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

デバイス(config)# end

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

デバイス# copy running-config
startup-config

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
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スヌーピング方法の設定

マルチキャスト対応のルータポートは、レイヤ 2マルチキャストエントリごとに転送テーブ
ルに追加されます。スイッチは、次のいずれかの方法でポートを学習します。

• IGMPクエリー、Protocol-IndependentMulticast（PIM）パケット、およびディスタンスベク
トルマルチキャストルーティングプロトコル（DVMRP）パケットのスヌーピング

•他のルータからの Cisco Group Management Protocol（CGMP）パケットのリスニング
• ip igmp snooping mrouterグローバルコンフィギュレーションコマンドによるマルチキャ
ストルータポートへの静的な接続

IGMPクエリーおよびPIMパケットとDVMRPパケットのスヌーピング、またはCGMPself-join
パケットまたは proxy-joinパケットのいずれかの待ち受けを行うように、スイッチを設定でき
ます。デフォルトでは、スイッチはすべての VLAN上の PIMパケットと DVMRPパケットを
スヌーピングします。CGMPパケットだけでマルチキャストルータポートを学習するには、 ip
igmp snooping vlan vlan-id mrouter learn cgmpグローバルコンフィギュレーションコマンドを
使用します。このコマンドを入力すると、ルータは CGMP self-joinパケットおよび CGMP
proxy-joinパケットだけを待ち受け、その他のCGMPパケットは待ち受けません。PIM-DVMRP
パケットだけでマルチキャストルータポートを学習するには、 ip igmp snooping vlan vlan-id
mrouter learn pim-dvmrpグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用します。

学習方法として CGMPを使用する場合で、なおかつ VLANに CGMPプロキシ対応のマルチ
キャストルータがない場合は、 ip cgmp router-onlyコマンドを入力し、ルータに動的にアクセ
スする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

マルチキャストルータの学習方式を指

定します。

ip igmp snooping vlan vlan-id mrouter
learn {cgmp | pim-dvmrp }

例：

ステップ 3

• cgmp：CGMPパケットを待ち受け
ます。この方法は、制御トラフィッ

クを減らす場合に有用です。

デバイス(config)# ip igmp snooping
vlan 1 mrouter learn cgmp

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
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目的コマンドまたはアクション

• pim-dvmrp：IGMPクエリーおよび
PIM/DVMRPパケットをスヌーピン
グします。これはデフォルトです。

デフォルトの学習方式に戻す

には、no ip igmp snooping vlan
vlan-idmrouter learn cgmpグ
ローバルコンフィギュレー

ションコマンドを使用しま

す。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

デバイス(config)# end

設定を確認します。show ip igmp snooping

例：

ステップ 5

デバイス# show ip igmp snooping

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

デバイス# copy running-config
startup-config

マルチキャストルータポートの設定

deviceにマルチキャストルータポートを追加する（マルチキャストルータへのスタティック
接続を有効にする）には、次の手順を実行します。

マルチキャストルータへのスタティック接続は、deviceポートに限りサポートされます。（注）

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

マルチキャストルータのVLAN IDおよ
びマルチキャストルータに対するイン

ターフェイスを指定します。

ip igmp snooping vlan vlan-idmrouter
interface interface-id

例：

ステップ 3

•指定できる VLAN IDの範囲は 1～
1001および 1006～ 4094です。デバイス(config)# ip igmp snooping vlan

5 mrouter interface
gigabitethernet1/0/1 •このインターフェイスには物理イン

ターフェイスまたはポートチャネ

ルを指定できます。ポートチャネ

ル範囲は 1～ 128です。

VLANからマルチキャスト
ルータポートを削除するに

は、no ip igmp snooping vlan
vlan-idmrouter interface
interface-idグローバルコン
フィギュレーションコマンド

を使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

デバイス(config)# end

VLANインターフェイス上で IGMPス
ヌーピングが有効になっていることを確

認します。

show ip igmp snooping mrouter [ vlan
vlan-id]

例：

ステップ 5

デバイス# show ip igmp snooping mrouter
vlan 5

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

デバイス# copy running-config
startup-config

グループに加入するホストの静的な設定

ホストまたはレイヤ 2ポートは通常、マルチキャストグループに動的に加入しますが、イン
ターフェイス上にホストを静的に設定することもできます。

マルチキャストグループのメンバーとしてレイヤ2ポートを追加するには、次の手順を実行し
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

マルチキャストグループのメンバとし

てレイヤ2ポートを静的に設定します。
ip igmp snooping vlan vlan-id static
ip_address interface interface-id

例：

ステップ 3

• vlan-idは、マルチキャストグルー
プの VLAN IDです。指定できる範

デバイス(config)# ip igmp snooping vlan
囲は 1～ 1001または 1006～ 4094
です。

105 static 230.0.0.1 interface
gigabitethernet1/0/1

• ip-addressは、グループの IPアドレ
スです。

• interface-idは、メンバポートです。
物理インターフェイスまたはポート

チャネル（1～ 128）に設定できま
す。

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
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目的コマンドまたはアクション

マルチキャストグループから

レイヤ 2ポートを削除するに
は、 no ip igmp snooping vlan
vlan-id static mac-address
interface interface-idグローバ
ルコンフィギュレーションコ

マンドを使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

デバイス(config)# end

メンバポートおよび IPアドレスを確認
します。

show ip igmp snooping groups

例：

ステップ 5

デバイス# show ip igmp snooping groups

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

デバイス# copy running-config
startup-config

IGMP即時脱退のイネーブル化
IGMP即時脱退をイネーブルに設定すると、deviceはポート上で IGMPバージョン 2の Leave
メッセージを検出した場合、ただちにそのポートを削除します。 即時脱退機能は、VLANの
各ポートにレシーバが 1つ存在する場合にだけ使用してください。

即時脱退機能をサポートするのは、IGMPバージョン2が稼働しているホストだけです。IGMP
バージョン 2は、deviceのデフォルトバージョンです。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1
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21

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定

IGMP即時脱退のイネーブル化



目的コマンドまたはアクション

デバイス> enable
•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

VLANインターフェイス上で、IGMP即
時脱退をイネーブルにします。

ip igmp snooping vlan vlan-id
immediate-leave

例：

ステップ 3

VLAN上で IGMP即時脱退を
ディセーブルにするには、 no
ip igmp snooping vlan vlan-id
immediate-leaveグローバルコ
ンフィギュレーションコマン

ドを使用します。

（注）

デバイス(config)# ip igmp snooping vlan
21 immediate-leave

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

デバイス(config)# end

VLANインターフェイス上で即時脱退が
イネーブルになっていることを確認しま

す。

show ip igmp snooping vlan vlan-id

例：

デバイス# show ip igmp snooping vlan 21

ステップ 5

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

デバイス(config)# end

IGMP脱退タイマーの設定
脱退時間はグローバルまたはVLAN単位で設定できます。IGMP脱退タイマーの設定をイネー
ブルにするには、次の手順を実行します。

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

IGMP脱退タイマーをグローバルに設定
します。指定できる範囲は 100～ 32767
ミリ秒です。

ip igmp snooping
last-member-query-interval time

例：

ステップ 3

デフォルトの脱退時間は 1000ミリ秒で
す。

デバイス(config)# ip igmp snooping
last-member-query-interval 1000

IGMP脱退タイマーをグローバ
ルにリセットしてデフォルト

設定に戻すには、 no ip igmp
snooping
last-member-query-interval グ
ローバルコンフィギュレー

ションコマンドを使用しま

す。

（注）

（任意）VLANインターフェイス上で
IGMP脱退時間を設定します。有効値は
100～ 32767ミリ秒です。

ip igmp snooping vlan vlan-id
last-member-query-interval time

例：

ステップ 4

VLAN上に脱退時間を設定す
ると、グローバルに設定され

た内容は上書きされます。

（注）
デバイス(config)# ip igmp snooping vlan
210 last-member-query-interval 1000

特定の VLANから IGMP脱退
タイマーの設定を削除するに

は、no ip igmp snooping vlan
vlan-id
last-member-query-intervalグ
ローバルコンフィギュレー

ションコマンドを使用しま

す。

（注）

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

デバイス(config)# end

（任意）設定された IGMP脱退時間を表
示します。

show ip igmp snooping

例：

ステップ 6

デバイス# show ip igmp snooping

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

デバイス# copy running-config
startup-config

TCN関連コマンドの設定

TCNイベント後のマルチキャストフラッディング時間の制御

トポロジ変更通知（TCN）イベント後にフラッディングするマルチキャストデータのトラフィッ
クに対し、一般クエリー数を設定できます。TCNフラッドクエリカウントを 1に設定した場
合は、1つの一般クエリーを受信した後にフラッディングが停止します。カウントを 7に設定
した場合、一般クエリーを7つ受信するまでフラッディングが続きます。グループは、TCNイ
ベント中に受信した一般的クエリーに基づいて学習されます。

クライアントロケーションが変更され、ブロックされていた後に現在は転送中の受信者が同じ

ポートに存在する場合や、ポートが脱退メッセージを送信せずにダウンした場合などに TCN
イベントが発生します。

TCNフラッドクエリーカウントを設定するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

デバイス> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

マルチキャストトラフィックがフラッ

ディングする IGMPの一般クエリー数を
指定します。

ip igmp snooping tcn flood query count
count

例：

ステップ 3

指定できる範囲は 1～ 10です。デフォ
ルトのフラッディングクエリーカウン

トは 2です。

デバイス(config)# ip igmp snooping tcn
flood query count 3

デフォルトのフラッディング

クエリカウントに戻すには、
no ip igmp snooping tcn flood
query countグローバルコン
フィギュレーションコマンド

を使用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

デバイス(config)# end

TCNの設定を確認します。show ip igmp snooping

例：

ステップ 5

デバイス# show ip igmp snooping

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

デバイス# copy running-config
startup-config

フラッディングモードからの回復

トポロジの変更が発生した場合、スパニングツリーのルートは特別な IGMP Leaveメッセージ
（グローバル Leaveメッセージ）をグループマルチキャストアドレス 0.0.0.0.に送信します。
ただし、スパニングツリーのルートであるかどうかにかかわらず、グローバルな Leaveメッ
セージを送信するようにdeviceを設定できます。ルータはこの特別な Leaveメッセージを受信
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した場合、即座に一般クエリーを送信して、TCN中のフラッディングモードからできるだけ
早く回復するようにします。deviceがスパニングツリーのルートであれば、このコンフィギュ
レーションに関係なく、Leaveメッセージが常に送信されます。

Leaveメッセージを送信できるようにするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

TCNイベント中に発生したフラッド
モードから回復するプロセスの速度を上

ip igmp snooping tcn query solicit

例：

ステップ 3

げるために、IGMP Leaveメッセージ
デバイス(config)# ip igmp snooping tcn （グローバル脱退）を送信します。デ

フォルトでは、クエリー送信要求はディ

セーブルに設定されています。

query solicit

デフォルトのクエリソリュー

ションに戻すには、no ip igmp
snooping tcn query solicitグ
ローバルコンフィギュレー

ションコマンドを使用しま

す。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

デバイス(config)# end

TCNの設定を確認します。show ip igmp snooping

例：

ステップ 5

デバイス# show ip igmp snooping
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

デバイス# copy running-config
startup-config

TCNイベント中のマルチキャストフラッディングのディセーブル化

deviceはTCNを受信すると、一般クエリを 2つ受信するまで、すべてのポートに対してマルチ
キャストトラフィックをフラッディングします。異なるマルチキャストグループのホストに接

続されているポートが複数ある場合、リンク範囲を超えてdeviceによるフラッディングが行わ
れ、パケット損失が発生する可能性があります。TCN フラッディングを制御するには、次の
手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

設定するインターフェイスを指定して、

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

interface interface-id

例：

デバイス(config)# interface

ステップ 3

gigabitethernet 1/0/1

スパニングツリーの TCNイベント中に
発生するマルチキャストトラフィック

no ip igmp snooping tcn flood

例：

ステップ 4

のフラッディングをディセーブルにしま

す。デバイス(config-if)# no ip igmp snooping
tcn flood

デフォルトでは、インターフェイス上の

マルチキャストフラッディングはイネー

ブルです。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上でマルチ

キャストフラッディングを再

度イネーブルにするには、 ip
igmp snooping tcn floodイン
ターフェイスコンフィギュ

レーションコマンドを使用し

ます。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

デバイス(config)# end

TCNの設定を確認します。show ip igmp snooping

例：

ステップ 6

デバイス# show ip igmp snooping

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

デバイス# copy running-config
startup-config

IGMPスヌーピングクエリアの設定
特定の VLANで IGMPスヌーピングクエリア機能をイネーブルにするには、次の手順を実行
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

デバイス# configure terminal

IGMPスヌーピングクエリアをイネー
ブルにします。

ip igmp snooping querier

例：

ステップ 3

デバイス(config)# ip igmp snooping
querier

（任意）IGMPスヌーピングクエリア
の IPアドレスを指定します。IPアドレ

ip igmp snooping querier address
ip_address

例：

ステップ 4

スを指定しない場合、クエリアはIGMP
クエリアに設定されたグローバル IPア
ドレスを使用します。デバイス(config)# ip igmp snooping

querier address 172.16.24.1
IGMPスヌーピングクエリが
device上で IPアドレスを検出
できない場合、IGMP一般ク
エリを生成しません。

（注）

（任意）IGMPクエリアの間隔を設定
します。指定できる範囲は 1～ 18000
秒です。

ip igmp snooping querier query-interval
interval-count

例：

ステップ 5

デバイス(config)# ip igmp snooping
querier query-interval 30

（任意）トポロジ変更通知（TCN）ク
エリーの間隔を設定します。指定でき

ip igmp snooping querier tcn query
[count count | interval interval]

例：

ステップ 6

る countの範囲は 1～ 10です。指定で
きる intervalの範囲は 1～ 255秒です。

デバイス(config)# ip igmp snooping
querier tcn query interval 20

（任意）IGMPクエリアが期限切れに
なる時間を設定します。指定できる範

囲は 60～ 300秒です。

ip igmp snooping querier timer expiry
timeout

例：

ステップ 7

デバイス(config)# ip igmp snooping
querier timer expiry 180
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目的コマンドまたはアクション

（任意）クエリア機能が使用するIGMP
バージョン番号を選択します。選択で

きる番号は 1または 2です。

ip igmp snooping querier version version

例：

デバイス(config)# ip igmp snooping

ステップ 8

querier version 2

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 9

デバイス(config)# end

（任意）VLANインターフェイス上で
IGMPスヌーピングクエリアがイネー

show ip igmp snooping vlan vlan-id

例：

ステップ 10

ブルになっていることを確認します。

デバイス# show ip igmp snooping vlan 指定できるVLANIDの範囲は1～1001
および 1006～ 4094です。30

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

デバイス# copy running-config
startup-config

IGMPレポート抑制のディセーブル化
IGMPレポート抑制をディセーブルにするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
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目的コマンドまたはアクション

IGMPレポート抑制をディセーブルにし
ます。IGMPレポート抑制がディセーブ

no ip igmp snooping report-suppression

例：

ステップ 3

ルの場合、すべての IGMPレポートがマ
ルチキャストルータに転送されます。デバイス(config)# no ip igmp snooping

report-suppression
IGMPレポート抑制はデフォルトでイ
ネーブルです。

IGMPレポート抑制がイネーブルの場
合、deviceはマルチキャストルータクエ
リごとに IGMPレポートを1つだけ転送
します。

IGMPレポート抑制を再びイ
ネーブルにするには、 ip igmp
snooping report-suppressionグ
ローバルコンフィギュレー

ションコマンドを使用しま

す。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

デバイス(config)# end

IGMPレポート抑制がディセーブルに
なっていることを確認します。

show ip igmp snooping

例：

ステップ 5

デバイス# show ip igmp snooping

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

デバイス# copy running-config
startup-config

MVRグローバルパラメータの設定
デフォルト値を使用する場合は、オプションのMVRパラメータを設定する必要はありませ
ん。デフォルトのパラメータを変更する場合には（MVRVLAN以外）、最初にMVRをイネー
ブルにする必要があります。
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ここで使用するコマンドの構文および使用方法の詳細については、このリリースに対応するコ

マンドリファレンスを参照してください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

device上でMVRをイネーブルにしま
す。

mvr

例：

ステップ 3

デバイス (config)# mvr

device上で IPマルチキャストアドレス
を設定するか、または countパラメー

mvr group ip-address [count]

例：

ステップ 4

タを使用して（countの範囲は 1～ 256
デバイス(config)# mvr group で、デフォルトは1）連続するMVRグ

ループアドレスを設定します。このア228.1.23.4

ドレスに送信されるすべてのマルチ

キャストデータは、device上の送信元
ポートおよびこのマルチキャストアド

レス上のデータを受信するよう選択さ

れたすべての受信ポートに送信されま

す。マルチキャストアドレスとテレビ

チャネルは 1対 1の対応です。

スイッチをデフォルト設定に

戻すには、no mvr [mode |
group ip-address | querytime |
vlan] グローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使

用します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）マルチキャストグループメン

バーシップからポートを削除する前

mvr querytime value

例：

ステップ 5

に、受信ポート上で IGMPレポートメ
デバイス(config)# mvr querytime ンバーシップを待機する最大時間を定

義します。この値は 10分の 1秒単位で10

設定します。範囲は 1～ 100、デフォ
ルトは 10分の 5秒、つまり 0.5秒で
す。

（任意）マルチキャストデータを受信

するVLANを指定します。すべての送
mvr vlan vlan-id

例：

ステップ 6

信元ポートはこのVLANに属する必要
デバイス(config)# mvr vlan 22 があります。VLANの範囲は 1～ 1001

および 1006～ 4094です。デフォルト
は VLAN 1です。

（任意）次のMVRの動作モードを指
定します。

mvr mode {dynamic | compatible}

例：

ステップ 7

• dynamic：送信元ポートでダイナ
ミックMVRメンバーシップを使
用できます。

デバイス(config)# mvr mode
dynamic

• compatible：Catalyst 3500 XLおよ
びCatalyst 2900XL devicesとの互換
性が得られます。送信元ポートで

のダイナミック IGMP Joinはサ
ポートされません。

デフォルトは compatibleモードです。

スイッチをデフォルト設定に

戻すには、no mvr [mode |
group ip-address | querytime |
vlan] グローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使

用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

デバイス(config)# end

設定を確認します。次のいずれかを使用します。ステップ 9

• show mvr
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目的コマンドまたはアクション

• show mvr members

例：

デバイス# show mvr

OR

デバイス# show mvr members

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 10

デバイス# copy running-config
startup-config

MVRインターフェイスの設定
レイヤ 2 MVRインターフェイスを設定するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

device上でMVRをイネーブルにしま
す。

mvr

例：

ステップ 3

デバイス (config)# mvr

設定するレイヤ 2ポートを指定し、イ
ンターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

interface interface-id

例：

デバイス(config)# interface

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

gigabitethernet1/0/2

MVRポートを次のいずれかに設定しま
す。

mvr type {source | receiver}

例：

ステップ 5

• source：マルチキャストデータを
送受信するアップリンクポートをデバイス(config-if)# mvr type receiver

送信元ポートとして設定します。

加入者が送信元ポートに直接接続

することはできません。device上の
送信元ポートはいずれも、1つの
マルチキャストVLANに属する必
要があります。

• receiver：加入者ポートであり、マ
ルチキャストデータを受信するだ

けの場合、レシーバポートとして

ポートを設定します。受信ポート

は、スタティックな設定、または

IGMPLeaveおよび Joinメッセージ
によってマルチキャストグループ

のメンバーになるまでは、データ

を受信しません。受信ポートをマ

ルチキャストVLANに所属させる
ことはできません。

デフォルトでは、非MVRポートとし
て設定されます。非MVRポートに
MVR特性を設定しようとしても、エ
ラーになります。

インターフェイスをデフォル

ト設定に戻すには、 no mvr
[type | immediate | vlan vlan-id
| group]インターフェイスコ
ンフィギュレーションコマン

ドを使用します。

（注）

（任意）マルチキャストVLANおよび
IPマルチキャストアドレスに送信され

mvr vlan vlan-id group [ip-address]

例：

ステップ 6

たマルチキャストトラフィックを受信

デバイス(config-if)# mvr vlan 22 group するポートを静的に設定します。グ

ループメンバとして静的に設定された
228.1.23.4 ポートは、静的に削除されない限り、

グループメンバのままです。
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目的コマンドまたはアクション

互換モードでは、このコマン

ドが適用されるのはレシーバ

ポートだけです。ダイナミッ

クモードでは、レシーバ

ポートおよび送信元ポートに

適用されます。

（注）

レシーバポートは、IGMP Joinおよび
Leaveメッセージを使用することによっ
て、マルチキャストグループに動的に

加入することもできます。

（任意）ポート上でMVRの即時脱退
機能をイネーブルにします。

mvr immediate

例：

ステップ 7

このコマンドが適用されるの

は、受信ポートだけです。ま

た、イネーブルにするのは、

単一の受信デバイスが接続さ

れている受信ポートに限定し

てください。

（注）
デバイス(config-if)# mvr immediate

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

デバイス(config)# end

設定を確認します。次のいずれかを使用します。ステップ 9

• show mvr
• show mvr interface
• show mvr members

例：

デバイス# show mvr interface
Port Type Status
Immediate Leave
---- ---- -------
---------------
Gi1/0/2 RECEIVER ACTIVE/DOWN

ENABLED

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 10
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目的コマンドまたはアクション

デバイス# copy running-config
startup-config

IGMPプロファイルの設定
IGMPプロファイルを作成するには、次の手順を実行します。

このタスクはオプションです。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

設定するプロファイルに番号を割り当

て、IGMPプロファイルコンフィギュ
ip igmp profile profile number

例：

ステップ 3

レーションモードを開始します。指定

デバイス(config)# ip igmp profile 3 できるプロファイル番号の範囲は 1～
4294967295です。IGMPプロファイル
コンフィギュレーションモードでは、

次のコマンドを使用することでプロファ

イルを作成できます。

• deny：一致するアドレスを拒否しま
す。デフォルトで設定されていま

す。

• exit：IGMPプロファイルコンフィ
ギュレーションモードを終了しま

す。

• no：コマンドを否定するか、または
設定をデフォルトに戻します。
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目的コマンドまたはアクション

• permit：一致するアドレスを許可す
るように指定します。

• range：プロファイルの IPアドレス
の範囲を指定します。単一の IPア
ドレス、または開始アドレスと終了

アドレスで指定された IPアドレス
範囲を入力できます。

デフォルトでは、deviceには IGMPプロ
ファイルが設定されていません。

プロファイルを削除するに

は、no ip igmp profile profile
number グローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使

用します。

（注）

（任意）IPマルチキャストアドレスへ
のアクセスを許可または拒否するアク

permit | deny

例：

ステップ 4

ションを設定します。アクションを設定

デバイス(config-igmp-profile)# permit しないと、プロファイルのデフォルト設

定はアクセス拒否になります。

アクセスを制御する IPマルチキャスト
アドレスまたは IPマルチキャストアド

range ip multicast address

例：

ステップ 5

レスの範囲を入力します。範囲を入力す

デバイス(config-igmp-profile)# range る場合は、IPマルチキャストアドレス
の下限値、スペースを 1つ、IPマルチ229.9.9.0

キャストアドレスの上限値を入力しま

す。

rangeコマンドを複数回入力し、複数の
アドレスまたはアドレス範囲を入力でき

ます。

IPマルチキャストアドレスま
たは IPマルチキャストアドレ
ス範囲を削除するには、no
range ip multicast address IGMP
プロファイルコンフィギュ

レーションコマンドを使用し

ます。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

デバイス(config)# end

プロファイルの設定を確認します。show ip igmp profile profile number

例：

ステップ 7

デバイス# show ip igmp profile 3

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 8

デバイス# show running-config

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

デバイス# copy running-config
startup-config

IGMPプロファイルの適用
IGMPプロファイルで定義されているとおりにアクセスを制御するには、プロファイルを該当
するインターフェイスに適用する必要があります。IGMPプロファイルを適用できるのは、レ
イヤ 2アクセスポートだけです。ルーテッドポートや SVIには適用できません。EtherChannel
ポートグループに所属するポートに、プロファイルを適用することはできません。1つのプロ
ファイルを複数のインターフェイスに適用できますが、1つのインターフェイスに適用できる
プロファイルは 1つだけです。

スイッチポートに IGMPプロファイルを適用するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

デバイス# configure terminal

物理インターフェイスを指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーション

interface interface-id

例：

ステップ 3

モードを開始します。インターフェイス

デバイス(config)# interface は、EtherChannelポートグループに所属
していないレイヤ2ポートでなければな
りません。

gigabitethernet1/0/1

インターフェイスに指定された IGMPプ
ロファイルを適用します。指定できる範

囲は 1～ 4294967295です。

ip igmp filter profile number

例：

デバイス(config-if)# ip igmp filter 321

ステップ 4

インターフェイスからプロ

ファイルを削除するには、 no
ip igmp filterprofile numberイ
ンターフェイスコンフィギュ

レーションコマンドを使用し

ます。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

デバイス(config-if)# end

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 6

デバイス# show running-config

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

デバイス# copy running-config
startup-config

IGMPグループの最大数の設定
レイヤ 2インターフェイスが加入できる IGMPグループの最大数を設定するには、次の手順を
実行します。
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始める前に

この制限が適用されるのはレイヤ 2ポートだけです。ルーテッドポートや SVIには IGMPグ
ループの最大数を設定できません。このコマンドは、論理EtherChannelインターフェイスでも
使用できますが、EtherChannelポートグループに属するポートでは使用できません。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

設定するインターフェイスを指定して、

インターフェイスコンフィギュレーショ

interface interface-id

例：

ステップ 3

ンモードを開始します。インターフェ

デバイス(config)# interface イスは、EtherChannelポートグループに
所属しないレイヤ 2ポート、またはgigabitethernet1/0/2

EtherChannelインターフェイスのいずれ
かにできます。

インターフェイスが加入できる IGMPグ
ループの最大数を設定します。指定でき

ip igmp max-groups number

例：

ステップ 4

る範囲は 0～ 4294967294です。デフォ
ルトでは最大数は設定されません。デバイス(config-if)# ip igmp max-groups

20
グループの最大数に関する制

限を削除し、デフォルト設定

（制限なし）に戻すには、no
ip igmp max-groupsインター
フェイスコンフィギュレー

ションコマンドを使用しま

す。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

デバイス(config)# end
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目的コマンドまたはアクション

入力を確認します。show running-config interface interface-id

例：

ステップ 6

デバイス# interface gigabitethernet1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

デバイス# copy running-config
startup-config

IGMPスロットリングアクションの設定
レイヤ2インターフェイスが加入できる IGMPグループの最大数を設定した後、受信した IGMP
レポートの新しいグループで、既存のグループを上書きするようにインターフェイスを設定で

きます。

転送テーブルに最大数のエントリが登録されているときにスロットリングアクションを設定す

るには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

デバイス> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

デバイス# configure terminal

設定する物理インターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレー

interface interface-id

例：

ステップ 3

ションモードを開始します。インター

デバイス(config)# interface フェイスは、EtherChannelポートグルー
プに所属しないレイヤ2ポート、またはgigabitethernet1/0/1

EtherChannelインターフェイスのいずれ

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定
42

IGMPスヌーピングおよびマルチキャスト VLANレジストレーションの設定

IGMPスロットリングアクションの設定



目的コマンドまたはアクション

かにできます。トランクポートをイン

ターフェイスにすることはできません。

インターフェイスが IGMPレポートを受
信したときに、転送テーブルに最大数の

ip igmp max-groups action {deny |
replace}

例：

ステップ 4

エントリが登録されている場合は、次の

いずれかのアクションをインターフェイ

スに指定します。デバイス(config-if)# ip igmp max-groups
action replace

• deny：レポートを破棄します。この
スロットリングアクションを設定

すると、すでに転送テーブルに登録

されていたエントリは、削除される

ことはありませんが期限切れになり

ます。エントリが期限切れになり、

最大数のエントリが転送テーブルに

登録されていると、deviceは、イン
ターフェイスで受信した次の IGMP
レポートを廃棄します。

• replace：既存のグループを、IGMP
レポートを受信した新しいグループ

で上書きします。このスロットリン

グアクションを設定すると、すで

に転送テーブルに登録されていたエ

ントリは削除されます。転送テーブ

ルのエントリが最大数まで達した

ら、deviceはランダムに選択したエ
ントリを受信した IGMPレポートで
上書きします。

deviceが転送テーブルのエントリを削除
しないようにするには、インターフェイ

スにより転送テーブルにエントリが追加

される前に、IGMPスロットリングアク
ションを設定します。

レポートの廃棄というデフォ

ルトのアクションに戻すに

は、no ip igmp max-groups
actionインターフェイスコン
フィギュレーションコマンド

を使用します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

デバイス(config)# end

入力を確認します。show running-config interface interface-id

例：

ステップ 6

デバイス# show running-config interface
gigabitethernet1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

デバイス# copy running-config
startup-config

IGMPスヌーピングおよびMVRのモニタリング

IGMPスヌーピング情報の監視
ダイナミックに学習された、あるいはスタティックに設定されたルータポートおよび VLAN
インターフェイスの IGMPスヌーピング情報を表示できます。また、IGMPスヌーピング用に
設定された VLANの IPアドレスマルチキャストエントリを表示することもできます。

表 6 : IGMPスヌーピング情報を表示するためのコマンド

目的コマンド

device上のすべての VLANまたは特定の VLANのス
ヌーピング設定情報を表示します。

（任意）個々のVLANに関する情報を表示するには、
vlan vlan-idを入力します。指定できる VLAN IDの範
囲は 1～ 1001および 1006～ 4094です。

show ip igmp snooping [ vlan vlan-id
[detail] ]
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目的コマンド

deviceまたは特定のパラメータに関して、マルチキャ
ストテーブル情報を表示します。

• count：実エントリの代わりに、指定のコマンド
オプションのエントリ総数を表示します。

• dynamic：IGMPスヌーピングによって学習された
エントリを表示します。

• user：ユーザによって設定されたマルチキャスト
エントリだけを表示します。

show ip igmp snooping groups [count
|dynamic [count] | user [count]]

マルチキャスト VLANまたはその VLANの特定のパ
ラメータについて、マルチキャストテーブル情報を表

示します。

• vlan-id：VLAN IDの範囲は 1～ 1001および 1006
～ 4094です。

• count：実エントリの代わりに、指定のコマンド
オプションのエントリ総数を表示します。

• dynamic：IGMPスヌーピングによって学習された
エントリを表示します。

• ip_address：指定したグループ IPアドレスのマル
チキャストグループの特性を表示します。

• user：ユーザによって設定されたマルチキャスト
エントリだけを表示します。

show ip igmp snooping groups vlan
vlan-id [ip_address | count | dynamic
[count] | user[count]]

ダイナミックに学習され、手動で設定されたマルチ

キャストルータインターフェイスの情報を表示しま

す。

IGMPスヌーピングを有効にすると、device
はマルチキャストルータの接続先インター

フェイスを自動的に学習します。これらのイ

ンターフェイスは動的に学習されます。

（注）

（オプション）vlan vlan-idを入力すると、特定の
VLANに関する情報が表示されます。

show ip igmp snooping mrouter [ vlan
vlan-id]

IPアドレスおよび VLANで受信した最新の IGMPク
エリーメッセージの受信ポートに関する情報、VLAN
の IGMPスヌーピングクエリアの設定および動作ス
テートに関する情報を表示します。

show ip igmp snooping querier [ vlan
vlan-id] detail
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MVRのモニタリング
スイッチまたは指定されたインターフェイスのMVRをモニタするには、次のMVR情報を表
示します。

表 7 : MVR情報を表示するためのコマンド

目的コマンド

スイッチのMVRステータスおよび値を表示し
ます。これは、MVRのイネーブルまたはディ
セーブルの判別、マルチキャスト VLAN、マ
ルチキャストグループの最大数（256）および
現在の数（0～256）、クエリーの応答時間、
およびMVRモードです。

show mvr

すべてのMVRインターフェイスおよびその
MVR設定を表示します。

特定のインターフェイスを指定すると、次の

情報が表示されます。

• Type：Receiverまたは Source

• Status：次のいずれか

• ACTIVEは、ポートが VLANに含ま
れていることを意味します。

• UP/DOWNは、ポートが転送中また
は転送中ではないことを示します。

• INACTIVEは、ポートが VLANに含
まれていないことを意味します。

• Immediate Leave：Enabledまたは Disabled

membersキーワードを入力すると、そのポー
ト上のすべてのマルチキャストグループメン

バが表示されます。VLAN IDを入力した場合
は、その VLAN上のすべてのマルチキャスト
グループメンバが表示されます。指定できる

VLAN IDの範囲は 1～ 1001および 1006～
4094です。

showmvr interface [interface-id] [members [ vlan
vlan-id]]

すべての IPマルチキャストグループまたは指
定した IPマルチキャストグループ IPアドレ
スに含まれているレシーバポートおよび送信

元ポートがすべて表示されます。

show mvr members [ip-address]
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IGMPのフィルタリングおよびスロットリング設定のモニタリング
IGMPプロファイルの特性を表示したり、device上のすべてのインターフェイスまたは指定さ
れたインターフェイスの IGMPプロファイルや最大グループ設定を表示したりできます。ま
た、device上のすべてのインターフェイスまたは指定したインターフェイスに関する IGMPス
ロットリング設定を表示することもできます。

表 8 : IGMPのフィルタリングおよびスロットリング設定を表示するためのコマンド

目的コマンド

特定の IGMPプロファイルまたはdevice上で定
義されているすべての IGMPプロファイルを
表示します。

show ip igmp profile [profile number]

インターフェイスが所属できる IGMPグルー
プの最大数（設定されている場合）や、イン

ターフェイスに適用される IGMPプロファイ
ルを含む、特定のインターフェイスまたは

device上のすべてのインターフェイスの設定を
表示します。

show running-config [interface interface-id]

IGMPスヌーピングおよびMVRの設定例

例：CGMPパケットを使用した IGMPスヌーピングの設定
次に、CGMPパケットを学習方式として使用するように IGMPスヌーピングを設定する例を示
します。

デバイス# configure terminal
デバイス(config)# ip igmp snooping vlan 1 mrouter learn cgmp
デバイス(config)# end

例：マルチキャストルータへの静的な接続のイネーブル化

次に、マルチキャストルータへの静的な接続をイネーブルにする例を示します。

デバイス configure terminal
デバイス ip igmp snooping vlan 200 mrouter interface gigabitethernet1/0/2
デバイス end

例：グループに加入するホストの静的な設定

次に、ポート上のホストを静的に設定する例を示します。
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デバイス# configure terminal
デバイス# ip igmp snooping vlan 105 static 0100.1212.0000 interface gigabitethernet1/0/1

デバイス# end

例：IGMP即時脱退のイネーブル化
次に、VLAN 130上で IGMP即時脱退をイネーブルにする例を示します。

デバイス# configure terminal
デバイス(config)# ip igmp snooping vlan 130 immediate-leave
デバイス(config)# end

例：IGMPスヌーピングクエリアの送信元アドレスの設定
次に、IGMPスヌーピングクエリアの送信元アドレスを 10.0.0.64に設定する例を示します。

デバイス# configure terminal
デバイス(config)# ip igmp snooping querier 10.0.0.64
デバイス(config)# end

例：IGMPスヌーピングクエリアの最大応答時間の設定
次の例では、IGMPスヌーピングクエリアの最大応答時間を25秒に設定する方法を示します。

デバイス# configure terminal
デバイス(config)# ip igmp snooping querier query-interval 25
デバイス(config)# end

例：IGMPスヌーピングクエリアタイムアウトの設定
次の例では、IGMPスヌーピングクエリアのタイムアウトを60秒に設定する方法を示します。

デバイス# configure terminal
デバイス(config)# ip igmp snooping querier timeout expiry 60
デバイス(config)# end

例：IGMPスヌーピングクエリア機能の設定
次に、IGMPスヌーピングクエリア機能をバージョン 2に設定する例を示します。

デバイス# configure terminal
デバイス(config)# no ip igmp snooping querier version 2
デバイス(config)# end
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例：IGMPプロファイルの設定
次に、単一の IPマルチキャストアドレスへのアクセスを許可する IGMPプロファイル 4を作
成して、設定を確認する例を示します。アクションが拒否（デフォルト）である場合は、show
ip igmp profile の出力には表示されません。

デバイス(config)# ip igmp profile 4
デバイス(config-igmp-profile)# permit
デバイス(config-igmp-profile)# range 229.9.9.0
デバイス(config-igmp-profile)# end
デバイス# show ip igmp profile 4
IGMP Profile 4

permit
range 229.9.9.0 229.9.9.0

例：IGMPプロファイルの適用
次に、ポートに IGMPプロファイル 4を適用する例を示します。

デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/2
デバイス(config-if)# ip igmp filter 4
デバイス(config-if)# end

例：IGMPグループの最大数の設定
次の例では、ポートが加入できる IGMPグループ数を 25に制限する方法を示します。

デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/2
デバイス(config-if)# ip igmp max-groups 25
デバイス(config-if)# end

例：MVRグローバルパラメータの設定
次に、MVRをイネーブルにして、MVRグループアドレスを設定し、クエリータイムを 1秒
（10分の 10秒）に設定し、MVRマルチキャストVLANをVLAN22として指定し、MVRモー
ドをダイナミックに設定する例を示します。

デバイス(config)# mvr
デバイス(config)# mvr group 228.1.23.4
デバイス(config)# mvr querytime 10
デバイス(config)# mvr vlan 22
デバイス(config)# mvr mode dynamic
デバイス(config)# end
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例：MVRインターフェイスの設定
次に、ポートをレシーバポートとして設定し、マルチキャストグループアドレスに送信され

たマルチキャストトラフィックを受信するようにポートを静的に設定し、ポートに即時脱退機

能を設定し、結果を確認する例を示します。

デバイス(config)# mvr
デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/2
デバイス(config-if)# mvr type receiver
デバイス(config-if)# mvr vlan 22 group 228.1.23.4
デバイス(config-if)# mvr immediate
デバイス(config)# end
デバイス# show mvr interface

Port Type Status Immediate Leave
---- ---- ------- ---------------
Gi1/0/2 RECEIVER ACTIVE/DOWN ENABLED

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IGMP Snooping and MVR Configuration Guide,Cisco
IOS Release 15.2(2)E（Catalyst 2960-X Switch）』

この章で使用するコマンドの完全な構文

および使用方法の詳細。

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Host Extensions for IP Multicasting』RFC
1112

『Internet Group Management Protocol, Version 2』RFC
2236

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィー
チャセットに関するMIBを探してダウンロードするには、次
の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするす

べてのMIB
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

IGMPスヌーピングの機能履歴と情報
変更内容リリース

この機能が導入されました。Cisco IOSリリース 15.0(2)EX
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